
3月25日（月）14：00～15：00
湘南さくら病院 1階 作業療法室

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾1833

茅ケ崎駅､湘南台駅より
神奈中バス｢文教大学｣下車､徒歩8分

茅ケ崎駅 辻堂駅

湘南
さくら病院

寒
川
駅 47

404

43

新湘南バイパス

湘
南
台
駅

小
田
急
江
ノ
島
線

1

認知症を患う姿 ～理由（わけ）あって徘徊・大声・介護拒否～
　ご家族が認知症になった時、最も困る
のが徘徊・大声・介護拒否といった「問題
行動」です。そのような行動には、理由
（わけ）があります。適切な対応のためには、
まず理解することが大切です。鈴木雄壱
院長がわかりやすくお話しますので、是非
ご参加ください。

講 

師

湘南さくら病院
精神科

鈴木 雄壱 院長

次回予告
4月22日（月）開催

次回予告
4月下旬開催予定

3月25日（月）13：00～14：00
湘南東部総合病院 東館1階 講堂

日 時

会 場

アクセス

お問合せ
湘南東部総合病院
☎0467-89-3633（地域連携室）
茅ヶ崎市西久保500

JR茅ケ崎駅北口および
茅ヶ崎市内各所より無料シャトルバス

医学講座 参加無料参加無料

新湘南バイパス

北
茅
ケ
崎
駅

相
模
線

北口

中央公園

茅ケ崎駅

湘南東部
総合病院

45

1

いっしょに学ぼう！！糖尿病の予防と治療について
　糖尿病は血糖値が高くなる病気です。
自覚しにくい上に、合併症も起こす怖い
病気の一つです。中高年だけでなく20～
30代にも多く発症しています。この身近
な病気である糖尿病の症状から検診
チェック・治療・予防までを、担当医が詳し
くお話します。

講 

師

湘南東部総合病院
糖尿病内科

大滝 美希 医師

　
Ｑ
．
前
立
腺
が
ん
に
罹
る
人
の

傾
向
は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．
前
立
腺
が
ん
の
特
徴
と
し

て
、
①
中
高
年
男
性
に
多
い
②
進

行
が
比
較
的
遅
い
③
初
期
は
無
症

状
④
遺
伝
的
要
因
が
あ
る
、
と
い

う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

根
治
を
目
指
す
た
め
に
は
、
自

発
的
な
早
期
発
見
の
た
め
の
行
動

を
と
り
、
早
期
の
治
療
に
つ
な
げ

術
を
施
行
し
て
退
院
ま
で
に
約
２

カ
月
か
か
り
ま
す
。
こ
の
Ｒ
Ａ
Ｒ

Ｐ
で
の
平
均
入
院
日
数
は
、
10
日

程
度
で
す
。

　
Ｑ
．
先
生
が
診
療
し
て
い
る
病

院
で
は
、
こ
の
手
術
を
実
施
し
て

い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
当
院
（
湘
南
東
部

総
合
病
院
）で
は「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」

を
昨
夏
に
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
10

例
以
上
の
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て

Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
前
立
腺
が
ん
の
疑
い
が
あ

る
場
合
、
治
療
や
入
院
な
ど
を
含

め
て
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か

か
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
前
立
腺
が
ん
の
確
定
診
断

に
は
、
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
を
含
め
て

初
診
時
か
ら
約
１
カ
月
を
要
し
、

手
術
適
用
に
な
っ
た
場
合
に
は
手

④
回
復
が
早
い

⑤
機
能
温
存
の
向
上

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
早
期
の
社
会
復
帰
が
期

待
で
き
ま
す
。
早
い
段
階
で
前
立

腺
が
ん
の
診
断
が
で
き
る
と
、
Ｒ

Ａ
Ｒ
Ｐ
に
よ
る
根
治
治
療
が
の
ぞ

め
ま
す
。

②
術
中
の
出
血
が
少
な
い

③
術
後
の
疼
痛
が
少
な
い

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
で
早
期
発
見
、手
術
で
全
摘
除

に
は
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
」
を
使
用
し
て
、
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
根
治
的
前
立
腺
全

摘
除
（robot-assisted radical 

prostatectom
y; 

以
下
「
Ｒ
Ａ

Ｒ
Ｐ
」）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
今
ま
で
の
手
術
治
療
と
の

違
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
は
、
患
者
さ
ま

に
や
さ
し
い
手
術
方
法
で
す
。
従

来
の
開
腹
手
術
と
比
べ
る
と
、

①
傷
口
が
小
さ
い

　
Ｑ
．
最
近
、
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
る
手
術
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
前
立
腺
が
ん
の
治
療
に
も
実

施
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
前
立
腺
が
ん
治
療

　

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
に
あ
る
「
湘
南
東
部
総
合
病
院
」
で
は
前
立
腺
が
ん
に
対
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
で
全
摘
除
す
る
治
療
（
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年

６
月
開
始
以
降
、
す
で
に
多
く
の
症
例
を
担
当
し
て
い
る
下
平
憲
治
医
師
に
、
こ
の
治

療
法
や
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

尿
道
を
圧
迫
す
る「
肥
大
症
」

行
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
「
前
立
腺
が
ん
」
は
、

尿
道
か
ら
離
れ
た
部
分
に
腫
瘍
が

発
生
す
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
大

き
さ
に
な
る
ま
で
排
尿
に
影
響
せ

ず
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
す
。
病
状
が
進
行
す
る
と
、

尿
道
や
膀
胱
を
圧
迫
す
る
の
で
、

下
腹
部
に
違
和
感
を
抱
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
リ
ン

尿
】【
残
尿
感
】【
血
尿
】
な
ど
と

い
っ
た
尿
の
症
状
が
中
心
で
す
。

【
下
腹
部
の
不
快
感
・
痛
み
】【
下

肢
の
む
く
み
】
を
と
も
な
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、「
前
立
腺
が
ん
」

が
原
因
で
こ
の
よ
う
な
症
状
が
現

れ
た
場
合
は
、
す
で
に
が
ん
は
進

　
「
前
立
腺
」
と
は
、
男
性
の
膀

胱
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
る
尿
道
の

始
ま
り
の
部
分
を
取
り
囲
む
ク
ル

ミ
大
の
臓
器
で
す
。

　

代
表
的
な
病
気
は
「
前
立
腺
が

ん
」
や
「
前
立
腺
肥
大
症
」
で
、

ど
ち
ら
も
【
尿
が
出
に
く
い
】【
頻

が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

が
ん
の
統
計
を
予
測
す
る
各
種

調
査
資
料
で
は
、「
前
立
腺
が
ん
」

は
将
来
的
な
増
加
を
見
込
ん
で
い

る
も
の
が
多
く
、「
大
腸
」
や
「
胃
」

な
ど
の
代
表
的
な
部
位
の
が
ん
と

同
様
に
、「
前
立
腺
」
も
対
策
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

表
し
た
最
新
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
２
０
１
６
年
に
国
内
で
新
た

に
「
が
ん
」
と
診
断
さ
れ
た
患
者

数
は
99
万
５
１
３
２
人
で
し
た
。

部
位
別
（
男
性
）
で
は
、
最
も
多

い
の
は
「
胃
」
の
９
万
２
６
９
１

人
で
、
こ
れ
に
次
ぐ
多
さ
が
「
前

立
腺
」の
８
万
９
７
１
７
人
で
す
。

　

こ
の
数
字
か
ら
も
、「
前
立
腺
」

も
普
及
し
て
い
る
背
景
も
あ
り
、

「
前
立
腺
が
ん
」「
前
立
腺
肥
大
症
」

な
ど
の
病
気
が
広
く
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
が
今
年
１
月
に
発

　

最
近
、「
前
立
腺
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
す
る
と
思
い
ま
せ

ん
か
。

　

社
会
の
高
齢
化
の
影
響
で
、
健

康
診
断
や
検
査
な
ど
が
以
前
よ
り

尿
道
か
ら
離
れ
て
発
症
す
る「
が
ん
」

尿道

腫瘍

尿道から離れた部分に発生

前立腺

精嚢

膀胱

尿道

尿

前立腺がん

尿道

尿道を取り囲む部分に発生

前立腺肥大症

パ
節
や
骨
に
転
移
し
て
、
痛
み
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し「
前
立
腺
肥
大
症
」

で
は
、
尿
道
を
取
り
囲
む
部
分
に

腫
瘍
が
発
生
す
る
た
め
、
尿
道
を

圧
迫
し
、
顕
著
な
症
状
が
現
れ
ま

す
。
良
性
の
腫
瘍
な
の
で
転
移
は

し
ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
に
支
障

が
出
て
し
ま
う
の
で
、
治
療
は
必

要
で
し
ょ
う
。
放
っ
て
お
く
と
、

閉
尿
や
尿
路
感
染
、
腎
機
能
障
害

な
ど
の
合
併
症
の
発
症
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
「
前
立
腺
肥
大
症
」
は
、
進
行

し
た
「
前
立
腺
が
ん
」
と
症
状
が

似
て
い
る
の
で
、
早
め
に
泌
尿
器

の
専
門
的
な
診
察
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
病
気
で

も
、
50
歳
頃
か
ら
罹
患
が
急
増
し

ま
す
。
特
に
「
前
立
腺
が
ん
」
は

初
期
症
状
に
乏
し
い
の
で
、
50
歳

を
過
ぎ
た
ら
前
立
腺
の
「
Ｐ
Ｓ
Ａ

検
査
」
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
、

年
に
一
回
は
健
康
診
断
の
受
診
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

罹
患
数
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120

100

80

60

40

20

0

「がん・統計白書2012（篠原出版新社）」「がん市民公開講座（岡山医療センター）」より

1995
〜
1999

（年）2000
〜

2004
2005
〜

2009
2010
〜
2014

2015
〜
2019

2020
〜

2024
2025
〜

2029

予
測

（千人）

胃
肺

大腸

肝臓

膵臓

前立腺

部位別がん罹患数と将来予測
（日本人男性）

部位別がん罹患数と将来予測
（日本人男性）

PSA検査の年齢階層別基準値
年齢 基準値

64歳以下 3.0ng/ml

65～69歳 3.5ng/ml

70歳以上 4.0ng/ml
「前立腺がん検診ガイドライン」2016年資料より

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
早
期
発
見
・
治
療

の
た
め
に
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
50
歳
以
上
の
男
性
に
は
、

前
立
腺
が
ん
の
早
期
発
見
に
有
効

と
さ
れ
る
「
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
」
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査

は
、
前
立
腺
が
ん
の
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
で
、
泌
尿
器
科
外
来
や
健
康

診
断
で
も
受
診
が
で
き
る
採
血
の

検
査
で
す
。
約
１
時
間
で
結
果
が

出
ま
す
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
は
年
齢
階
層

別
に
基
準
値
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
＝
上
表
。
こ
の
数
値
に
加
え
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
前
立
腺
針
生
検
な
ど
の

精
密
検
査
を
経
て
、
確
定
診
断
が

下
さ
れ
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は

治
療
費
の
面
で
不
安
に
思
う
人
が

多
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？

　

Ａ
．
当
院
で
は
、
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
の
施

設
基
準
取
得
に
と
も
な
い
、
先
月

（
２
０
１
９
年
２
月
）
か
ら
保
険

診
療
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｐ
に
よ
る

身
体
に
や
さ
し
い
前
立
腺
が
ん
治

療
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

当
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
湘
南
東
部
総
合
病
院

　
茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

予
約
電
話
（
平
日
８
時
〜
17
時
）

   

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
９
２

http://www.fureai-g.or.jp/
toubu/

湘
南
東
部
総
合
病
院　

下
平
憲
治 

医
師

 医学博士  
 日本泌尿器科学会
　　　　　 専門医・指導医
 ロボット（ダ・ヴィンチ）手術 
　　　　　  認定医

ロボットアーム

助手

医師

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
は
、
医
師
が
操
作
し
た

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
、
人
間
の
手
先
以
上
に
精
巧
な
動
き
を
す
る

ロボットアーム
先端の様子▶︎

◀︎医師が操作する
   手元の様子

「
前
立
腺
が
ん
」と「
前
立
腺
肥
大
症
」の
違
い

取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院

根
治
が
の
ぞ
め
る
前
立
腺
が
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

泌
尿
器
科 

下
平
憲
治 

医
師
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3月26日（火）14：00～15：00日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

茅ケ崎新北陵病院 2階 多目的室

アクセス

お問合せ
茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（担当 香川）
茅ヶ崎市行谷583-1

湘南ふれあいの園から無料シャトルバス

茅ケ崎駅

寒
川
駅

1

45
47

404

新湘南バイパス

茅ケ崎
新北陵
病院

シャトル
バス
乗り場

湘南
ふれあいの園

健康は一日にしてならず ～人気TV番組の情報を試してみて～
　ＴＶでお馴染みの落語家が司会を務
める情報番組を、みて・きいて・ためして
「これは良い！」と関医師が納得した体験
から、“健康に役立ちそうな”内容を今回の
講座で具体的にお話します。是非、皆さま
のご参加をお待ちしております。

次回予告

講 

師

茅ケ崎新北陵病院
内科

関 英雄 名誉院長

4月23日（火）14:00から開催

湘南ふれあいの園

●「特養」「老健」「有料老人ホーム」など、
  高齢者施設の種類・違い
●自宅で家族が介護するメリット・デメリット、
  施設入居のメリット・デメリット
●老人ホームの費用と資金計画、現状 など

茅ヶ崎市茅ヶ崎２‒２‒３申込み・問合せ ０４６７‒86‒６534（湘南ふれあいの園）
茅ケ崎駅

茅ケ崎駅前

ココ
1

茅ヶ崎
市役所

茅ケ崎中央病院

施設見学の
申込可能

個別相談OK

定員２０人
3月16日（土） １４：００～１５：４５

お役立ち無料講座

 これで安心！
 老人ホームの選び方
「

」人気セミナ
ーなので

　　　早め
の申込みを

設
備
に
つ
い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

情
報
を
得
て
い
て
も
、
そ
の
住
み

心
地
が
良
く
な
か
っ
た
ら
、
生
活

が
で
き
ま
せ
ん
よ
ね
」

　

︱
︱
︱
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。

雰
囲
気
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
手
っ
取

り
早
い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

　
（
鈴
木
さ
ん
）「
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
施
設
を
実
際
に
見
学
す
る
し

か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
老
人

ホ
ー
ム
が
開
催
し
て
い
る
見
学
会

な
ど
を
上
手
に
活
用
し
て
、
入
居

生
活
の
様
子
を
体
感
し
て
み
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

私
が
施
設
長
を
務
め
る
有
料
老

人
ホ
ー
ム
『
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園 

湘
南
東
部
』
で
は
、
毎
年
春
に
入

居
の
お
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
る

こ
と
も
あ
り
、
春
の
施
設
見
学
・

入
居
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

＝
下
広
告
参
照
。
ご
入
居
対
象
の

ご
本
人
・
ご
家
族
さ
ま
が
ゆ
っ
く

り
と
見
学
で
き
る
よ
う
に
予
約
制

を
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近

隣
の
老
人
ホ
ー
ム
（
湘
南
ふ
れ
あ

い
の
園
、
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元

町
）
の
見
学
も
承
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
茅
ヶ
崎
市
内
の
方
は
送
迎

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

　
︱
︱
︱
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
︱
︱
︱
高
齢
者
施
設
は
多
様
化

し
て
い
る
の
で
、
選
ぶ
の
に
も
一

苦
労
の
よ
う
で
す
ね
。

　
（
鈴
木
さ
ん
）「
そ
う
で
す
ね
。

そ
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
る
方

は
、
き
っ
と
『
老
人
ホ
ー
ム
に
は

ど
の
よ
う
な
設
備
が
あ
る
の
？
』

『
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
の
？
』『
ホ
ー
ム
の
雰
囲
気

は
？
』
な
ど
、
多
く
の
不
安
を
抱

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
で

も
い
い
、
と
い
う
関
心
が
薄
い
の

で
は
な
く
、
自
分
や
家
族
に
合
っ

た
よ
り
良
い
施
設
を
求
め
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
施
設
の
違
い
な
ど
に
関

し
て
は
、『
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
』

で
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）
を
開
催
＝

右
下
広
告
参
照
＝
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
で
学
ん
で
い
た
だ

く
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
︱
︱
︱
で
は
、
そ
の
よ
う
な
人

は
、
施
設
選
び
の
際
に
何
を
重
要

視
す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
か
？

　
（
鈴
木
さ
ん
）「
施
設
選
び
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の
サ
ー
ビ

ス
や
雰
囲
気
が
、
ご
本
人
さ
ま
に

合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
こ
の
点

に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
い
く
ら

　

こ
れ
か
ら
介
護
が
必
要
に
な
る
人
や
家
族
に
と
っ
て
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

は
と
て
も
気
に
な
る
存
在
で
す
。
し
か
し
、種
類
が
多
く
て
選
ぶ
の
は
大
変
。

で
は
、
安
心
で
快
適
な
老
人
ホ
ー
ム
を
簡
単
に
探
し
当
て
る
た
め
に
は
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
茅
ヶ
崎
市
西
久
保
の
老
人
ホ
ー
ム
「
湘
南

ふ
れ
あ
い
の
園 

湘
南
東
部
」
鈴
木
真
施
設
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

○
…
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
（
茅

ヶ
崎
市
行
谷
５
８
３
の
１
）
で
整

形
外
科
を
担
当
し
て
今
年
で
15
年

目
に
な
り
ま
す
。「
当
院
は
、
湘

南
の
緑
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
丘
陵

地
に
立
ち
、
富
士
山
も
一
望
で
き

る
恵
ま
れ
た
環
境
の
病
院
で
す
」。

外
来
は
毎
週
月
曜
日
午
後
・
水
曜

日
午
後
・
金
曜
日
午
前
を
担
当
し
、

骨
折
や
捻
挫
な
ど
の
一
般
外
傷
の

ほ
か
、
専
門
と
す
る
「
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
」「
脊
柱
管
狭
窄
症
」
な

ど
の
治
療
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○
…
整
形
外
科
医
の
道
に
進
ん

だ
理
由
は
、
大
学
在
学
中
の
時
代

背
景
に
あ
り
ま
す
。「
専
門
性
を

も
っ
た
医
師
に
な
る
大
切
さ
を
説

い
て
く
れ
た
父
の
言
葉
で
、
私
は

外
科
医
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。『
消
化
器
外
科
』
も
考
え
ま

し
た
が
、
千
葉
大
に
通
っ
て
い
る

１
９
７
０
年
代
は
高
度
成
長
期
の

最
中
で
、
車
を
は
じ
め
と
す
る
交

通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
代
の
変
わ
り
目
に
『
整

形
外
科
』
の
重
要
性
を
実
感
し
、

こ
の
領
域
を
極
め
る
医
師
に
な
ろ

う
と
決
意
し
た
の
で
す
」。
当
時

を
振
り
返
り
、優
し
く
語
り
ま
す
。

　

○
…
大
腿
骨
骨
折
な
ど
の
重
大

な
け
が
の
発
症
後
、
急
性
期
（
命

の
危
機
が
あ
る
状
態
）
を
脱
し
た

患
者
が
、
生
活
動
作
の
回
復
の
た

め
に
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
な

う
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
」
で
運
動
器
（
骨
・
筋
肉
・

関
節
・
神
経
な
ど
）
に
関
わ
る
疾

患
の
診
療
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
医
師
と
し
て
、
苦
し
み
を
抱
え

て
い
る
患
者
さ
ま
を
助
け
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
苦
し

み
に
は
２
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
肉
体
的
な
も
の
、
も
う
一

つ
は
メ
ン
タ
ル
の
部
分
で
す
。
肉

体
的
な
苦
し
み
に
対
し
て
は
、
医

学
的
な
知
識
を
も
っ
て
治
療
を
実

施
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

が
診
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
を

見
て
患
者
さ
ま
の
お
話
を
よ
く
聴

き
、
心
の
部
分
（
気
持
ち
）
ま
で

し
っ
か
り
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
一
人
の
人
間
と
し

て
礼
儀
を
尽
く
し
て
診
察
に
あ
た

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
人

間
は
“
一
方
通
行
”
で
は
な
い
の

で
す
か
ら
。
こ
れ
は
ゴ
ー
ル
が
な

い
永
遠
の
追
求
で
す
ね
」。
穏
や

か
な
笑
み
が
溢
れ
ま
し
た
。

豊原 益隆 医師
 （とよはら えきりゅう）　　　　

茅ケ崎新北陵病院
【整形外科】

医学博士
日本整形外科学会

整形外科専門医・リウマチ医

　“
一
方
通
行
”で
は
な
く

　
　
　
心
を
通
わ
せ
る
診
療
が
大
事

こ
の「
人
」に
聞
く

真
剣
な
眼
差
し
で
看
護
師
（
右
）
か
ら
喀

痰
吸
引
を
学
ぶ
同
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

居宅介護支援センター
「ふれあい北口ケアセンター」

居宅介護支援
介護相談に対し、各種保険サービスの
紹介・情報提供、ケアプラン作成等

訪問介護
ホームヘルパー等が
自宅に赴き、
介護サービスを提供

（介護保険の負担分
および自費サービス料）

有
料

（相談）無料

☎0467-57-1800
　　 ８：３０～１７：３０

（このほかも転送電話で対応可能）
平日

☎0467-57-1902
　　  7：0０～20：0０
（このほかも応相談）

月～土

　
【
訪
問
介
護
】
に
は
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
責
任
者
５
人
、
常
勤
ヘ
ル

パ
ー
２
人
、
登
録
ヘ
ル
パ
ー
38
人

が
そ
ろ
い
、各
種
ス
タ
ッ
フ
が「
身

体
介
護
」
や
「
生
活
援
助
」
の

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
利
用
者
や
家

族
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
（
有
料
・
介
護
保
険
適
用
外
）

も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
口
腔
内
・
鼻

腔
内
・
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
内
部
の

喀
痰
吸
引
や
、
胃
ろ
う
・
経
鼻
経

管
栄
養
の
実
施
が
で
き
る
「
登
録

喀
痰
吸
引
等
事
業
者
」
と
し
て
、

　

特
徴
的
な
点
は
、
医
療
を
中
心

と
し
た
他
職
種
間
の
連
携
を
密
に

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の

体
調
悪
化
を
予
防
し
、
そ
れ
ぞ
れ

個
別
に
適
切
な
支
援
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
は
「
特
定

事
業
所
加
算
Ⅱ
」
を
取
得
し
て
い

る
事
業
所
な
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
24
時
間
に
わ
た
っ
て
相

談
支
援
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
利
用
者
層
は
独

居
の
人
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
な

ど
が
多
い
と
い
い
ま
す
。

　
専
門
性
を
も
っ
た

　
　
　
　
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍

２
月
現
在
）。

　

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
で

　
　
　
　
　
　

    
頼
れ
る
存
在

　
【
居
宅
介
護
支
援
】
の
専
属
ス

タ
ッ
フ
は
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
主

任
介
護
支
援
専
門
員
２
人
・
介
護

支
援
専
門
員
４
人
）
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
な

い
、
よ
り

良
い
在
宅

生
活
の
た

め
の
ケ
ア

プ
ラ
ン
作

成
な
ど
を

担
当
し
て

い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
の
中
心
地
に
事
業
所

を
構
え
る
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
北
口
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
」
は
、【
居
宅
介
護
支
援
】

と
【
訪
問
介
護
】
の
部
門
が
あ
り
、

茅
ヶ
崎
市
在
住
者
を
は
じ
め
と
す

る
３
８
５
人
の
在
宅
生
活
支
援
を

行
な
っ
て
い
ま
す
（
２
０
１
９
年

　

自
宅
で
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
る
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
介
護
や
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
相
談
に
応
じ
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
派
遣
ま
で
総
合
的
に
行
な
っ
て
い
る
居
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 「
ふ
れ
あ
い
北
口
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」（
茅
ヶ
崎
市
）を
紹
介
し
ま
す
。

利
用
者
の
病
状
が
重
度
で
あ
っ
て

も
自
宅
で
で
き
る
だ
け
長
く
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
が
研
修

を
積
み
、
専
門
性
を
も
っ
て
介
護

現
場
に
赴
き
ま
す
。
併
設
す
る

「
訪
問
看
護 

茅
ヶ
崎
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
所
属
の
訪
問
看
護

師
か
ら
、
喀
痰
吸
引
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
実
技
指
導
も
受
け
ら

れ
る
環
境
で
、
事
業
所
内
で
は
盛

ん
に
ス
タ
ッ
フ
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は

「
看
護
師
か
ら
多
く
を
学
べ
る
環

境
で
あ
る
こ
と
や
、
茅
ヶ
崎
市
の

中
心
に
位
置
し
て
い
る
事
業
所
で

あ
る
利
点
を
活
か
し
、
研
鑽
を
積

み
、
連
携
を
行
な
っ
て
、
ご
利
用

者
さ
ま
や
ご
家
族
さ
ま
が
の
ぞ
ま

れ
る
“
在
宅
生
活
の
姿
”
に
共
感

し
、
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
在
宅

生
活
に
関
す
る
相
談
は
お
気
軽
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
丁
寧
に
説
明

い
た
し
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

湘南ふれあいの園 湘南東部

居室

湘南ふれあいの園 湘南東部

イベント（納涼祭）の様子

新湘南バイパス 相
模
線

北
茅
ケ
崎
駅

茅ケ崎駅

45

ココ
西久保

湘南東部
総合病院
湘南東部
総合病院
1

茅ヶ崎市西久保745申込み・問合せ

●居室・浴室・レストランなどを見学
●資金や個別の相談も可能
●近くの総合病院までの距離・診療科も確認

０４６７‒５７‒６０５０（同ホーム）

春の施設見学会
３月末日まで
参加無料

介護付有料老人ホーム 湘南ふれあいの園 湘南東部 具体的に
施設選びを
始めている 高齢者施設

のこと自体、
よくわからない

？

？
見学会の
ご予約を！
見学会の
ご予約を！

まずは
セミナーへ！
まずは
セミナーへ！

施
設
長
が
語
る
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方

「
ま
ず
見
学
。こ
れ
な
し
で
は
始
ま
り
ま
せ
ん
」

ふ
れ
あ
い
北
口
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
か
ら
ス
タ
ッ
フ
派
遣
ま
で

「
介
護
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に
」

2



今月のイチオシ

Recruit Information

平塚市袖ヶ浜 パ正南口徒歩１5分！手厚い補助（医療費など）も魅力です

ふれあい平塚ホスピタル
〒254-0813 神奈川県平塚市袖ヶ浜1-12

☎0463-22-4105
www.fureai-g.or.jp/fhh/

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

２０代からキャリアまで
潮風感じる病院であなたの力を活かしませんか？

医療法人社団
健齢会 正社員 パート 年齢不問

ユニフォーム支給

まずはお電話または下記メールでお申し込み
ください。提出書類などについて説明いたします。
〈総務課 盛・廣田〉　　 hrt-gad@fureai-g.or.jp

応 

募
ひろたもり

待遇 社会保険完備、交通費全額支給、制服貸与、医療費補助制度　 　昇給１回・賞与３回（前年実績４カ月分）／年、退職金制度

時 間 ①②③【日勤】8：30～17：30 【夜勤】17：00～翌9：00 休 日 ①②③年間１２４日（夏休含む） ①②③勤務日数は応相談 

給 

与

①看護師〈病棟・透析・外来〉
月給２２７，８００円～３6６，９００円
【夜勤手当】 １４，０００円／回
【皆勤手当】 10,000円

時給1，5００円～1，8００円
【夜勤給与】 2４，０００円～32，０００円／回

給 

与

③看護補助
月給166，7００円～281，2００円
【夜勤手当】 ４，０００円／回
【皆勤手当】 10,000円

時給1，1００円～
【夜勤給与】 17，０００円／回

給 

与

②准看護師
月給195，1００円～３10，7００円
【夜勤手当】 １2，０００円／回
【皆勤手当】 10,000円

時給1，2００円～1，5００円
【夜勤給与】 20，０００円～24，０００円／回

３／２３（土）１０：００～１１：００
「その咳、注意！」

「耳鳴り・難聴との付き合い方」

2018年度 公開講座 参加無料
（事前申込制）

定員
１００名

咳が出る病気はたくさんあります。例えば
風邪の咳は１週間程度で治ります。しかし、
注意が必要な咳（気管支喘息／肺炎／肺
結核／COPD／肺線維症／肺がん／心不
全など）もあり、重大な病気のサインかもし
れません。早期診断・早期治療が必要な咳
の特徴をわかりやすく解説します。

耳の中で「ジージー」などの音がする、また
は話が聞き取りにくいなど、耳鳴り・難聴の
対処法を伝授！音を聞き分け、言葉を聞き
取るために、耳は精巧にできているので、
些細なことで故障が生じてしまいます。そ
んな耳のお困りごとについてお話します。

第６回

３／30（土）１０：００～１１：００第7回

湘南医療大学
横浜市戸塚区上品濃１６‒４８
☎045-821-0109
　　 http://www.fureai-g.or.jp/sums-form/lectureship/HP

横浜新道

東戸塚駅
西口

ココ

湘南医療大学
喜多村 健 副学長
（耳鼻咽喉科専門研修指導医）

湘南医療大学
喜多村 健 副学長
（耳鼻咽喉科専門研修指導医）

湘南医療大学
橋本 修 学長補佐
（日本呼吸器学会専門医）

湘南医療大学
橋本 修 学長補佐
（日本呼吸器学会指導医）

講師

講師

JR
東戸塚

駅
から

徒歩１2
分

JR
東戸塚

駅
から

徒歩１2
分申

込
み

術
の
習
得
が
可
能
で
あ
り
、
就
職

で
は
グ
ル
ー
プ
が
全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
“
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

が
あ
る
”
看
護
学
校
で
す
。「
理

想
の
看
護
師
像
を
見
つ
け
る
機
会

と
し
て
是
非
ご
来
校
下
さ
い
」
と

ス
タ
ッ
フ
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
で
は
、

３
月
23
日
㈯
に
学
校
説
明
会
「
チ

ガ
看
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

　

同
校
は
医
療
・
保
健
・
福
祉
・

教
育
の
「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」

所
属
の
た
め
、
授
業
や
実
習
で
は

医
療
現
場
の
実
践
的
な
知
識
・
技

び
、
24
日
間
程
度
（
分
割
も
可
）

の
現
場
実
習
も
可
能
。

　

働
き
な
が
ら
や
実
務
の
未
経
験

者
で
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
下

記
参
照
の
上
、同
校
へ
問
合
せ
を
。

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
「
社
会
福
祉
専
攻
科
」

は
、
社
会
福
祉
士
の
国
家
試
験
受

験
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
通
信

学
科
で
す
。
自
宅
学
習
（
レ
ポ
ー

ト
作
成
）
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
学

体験利用ではぜひ「予防体操」を

佐
／
呼
吸
器
内
科
）
と
喜
多
村
健

医
師
（
同
大
・
副
学
長
／
耳
鼻
科
）

が
講
師
と
な
り
、
画
像
な
ど
を

使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。参
加
申
し
込
み
は
、同
大
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://sum

s.ac.jp

）

ま
た
は
お
電
話
（
地
域
連
携
室
☎︎

０
４
５
・
８
２
１
・
０
１
０
９
）で
。

　

湘
南
医
療
大
学
で
３
月
23
日

㈯
・
30
日
㈯
10
時
か
ら
、
一
般
向

け
の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

定
員
は
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
名
（
無

料
・
先
着
申
し
込
み
順
）。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
現
役
医
師

で
あ
り
同
大
の
教
壇
に
立
っ
て
い

る
橋
本
修
医
師
（
同
大
・
学
長
補

衛生管理が行き届いた同クリニックの「透析室」

囲
の
詳
細
は
、
お
気
軽
に
お
電
話

（
☎︎
０
４
６
６
・
２
５
・
５
９
１
１
）

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
丁

寧
に
説
明
い
た
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

平
日
の
ほ
か
土
曜
日
も
開
院

し
、
人
工
透
析
治
療
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
午
前
・
午
後
の
２
ク
ー

ル
（
21
床
）
で
運
営
し
て
い
る
の

で
、「
予
定
が
組
み
や
す
い
」「
土

曜
日
が
あ
る
か
ら
、
仕
事
を
し
て

い
て
も
通
い
や
す
い
」
と
利
便
性

の
良
さ
が
評
判
で
す
。

　

藤
沢
の
ほ
か
鎌
倉
な
ど
か
ら
通

院
す
る
人
が
多
く
、
観
光
名
所
か

ら
も
近
い
３
路
線
が
通
っ
て
い
る

藤
沢
駅
か
ら
す
ぐ
な
の
で
、
遠
方

か
ら
旅
行
に
来
た
人
の
「
臨
時
透

析
」
も
利
用
で
き
る
“
知
る
人
ぞ

知
る
”
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

　

医
療
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
各
病
院
と
強
固
に
連

携
し
て
お
り
、
特
に
「
湘
南
東
部

総
合
病
院
」（
茅
ヶ
崎
市
）
の
バ
ッ

プ
ア
ッ
プ
は
24
時
間
体
制
で
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｈ
Ｐ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
グ

ル
ー
プ
連
携
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
の
で
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
安

心
し
て
外
来
で
人
工
透
析
治
療
を

お
受
け
い
た
だ
け
る
環
境
を
提
供

し
て
お
り
ま
す
。

  

通
院
さ
れ
る
透
析
患
者
さ
ま
の

た
め
に
、
無
料
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
送
迎
範

■
透
析
室

　〈
月
〜
土
曜
日
／
午
前
・
午
後
〉

全
フ
ロ
ア
で
総
合
医
療
を
提
供

　

Ｊ
Ｒ
・
小
田
急
・
江
ノ
電
の

３
駅
が
あ
る
湘
南
を
代
表
す
る

街
「
藤
沢
駅
」。
北
口
か
ら
徒
歩

３
分
と
い
う
ア
ク
セ
ス
良
好
の
場

所
に
位
置
し
、
総
合
的
な
健
康
を

提
供
し
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ

る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
７
階
建

て
の
ビ
ル
の
全
フ
ロ
ア
を
占
め
る

「
テ
ィ
ー
．エ
イ
チ
．ピ
ー
．メ
デ
ィ

カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
以
下
「
Ｔ

Ｈ
Ｐ
」
と
表
示
）
で
す
。

　

医
師
の
外
来
診
療
（
内
科
／
精

神
科
／
整
形
外
科
）
の
ほ
か
、
人

工
透
析
治
療
、
デ
イ
ケ
ア
（
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
）、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
医

療
と
健
康
に
関
す
る
総
合
的
な
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
す
。
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
も
併
設
し
て
い
る
の
で
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
介

護
分
野
に
関
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
の

紹
介
・
提
供
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
Ｔ
Ｈ
Ｐ
の
代
表

的
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
内
科
や
整
形
外
科
、
精
神
科
を
備
え
た
医
療
機
関
と
し
て
の
ほ
か
、

人
工
透
析
治
療
施
設
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
デ
イ
ケ
ア
施
設
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
も
兼
ね
揃
え
た
「
テ
ィ
ー
．
エ
イ
チ
．
ピ
ー
．
メ
デ
ィ

カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
の
ぞ
い
て
み
ま
す
。

藤
沢
駅
か
ら
徒
歩
３
分
！
「
Ｔ
Ｈ
Ｐ
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

一
般
診
療
か
ら
リ
ハ
ビ
リ・人
工
透
析・

  
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ま
で
総
合
サ
ポ
ー
ト

ズーム
アップ

で
に
す
る
こ
と
で
、
ア
ル
バ
イ
ト

や
趣
味
な
ど
と
両
立
し
て
充
実
し

た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。「
修
学
資
金

立
替
制
度
」
で
の
学
費
サ
ポ
ー
ト

も
安
心
。
ま
ず
は
学
校
見
学
へ
！

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門

学
校
で
は
、
来
月
（
２
０
１
９
年

４
月
）
か
ら
介
護
福
祉
士
の
養
成

学
科「
介
護
福
祉
学
科
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

授
業
を
夕
方
前
（
14
時
半
）
ま

高
校
生
・
社
会
人
向
け

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
充
実「
介
護
福
祉
学
科
」

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門
学
校
／
相
模
原
市

出願

選考

３／１（金）～３／１２（火）
定員になり次第、締切

小論文（800字以内）

結果 締切日より10日以内

授業料 355,000円（実習費含む、教材費別）

修業年限 1年6カ月

特典 厚労省教育訓練給付制度指定講座

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

社会福祉専攻科

問
合
せ

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
社会福祉専攻科
☎0467-88-6725
JR茅ケ崎駅から徒歩１8分 茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス

茅ヶ崎看護専門学校
茅ヶ崎市今宿３９０
☎0467-86-6011
JR茅ケ崎駅からバス「辻東」下車5分

問
合
せ

時 間

内 容

進路決定を先取り
！？

茅ケ崎駅
1ココ

新湘南バイパス

13：00～16：00
看護教員とのグループワーク
「看護について共に考えよう」

３／２３  は    

チガ看フェスタに
行こう♪

土

看護への興味を深め、
学びに触れる看護師への
第一歩になる説明会です！
ぜひご参加ください！

● 授業は毎日１４：３０まで
● アルバイトなどとの両立がしやすい！
● 週１回、福祉施設現場で実習
● 先生やクラスメイトに悩みを相談しやすい！
● 「介護福祉士修学資金立替制度」で学費も安心

全日制 介護福祉学科
４月
新設

通信制 介護福祉士実務者研修
同時
募集

まずはオープンキャンパスへ♪
オープン
キャンパスへ♪

医療ビジネス観光情報専門学校
（2019年４月から
「医療ビジネス観光福祉専門学校」に名称変更）
相模原市南区上鶴間本町３‒１８‒２７
☎042-744-9711

問
合
せ JR町田駅

小田急線
町田駅

ココ

● 通信教育なので社会人も学びやすい
● 「医療的ケア」では当校の
　　　　グループ病院で実地研修
● 介護福祉士養成校ならではの
  　　　細やかな添削指導とスクーリング

運
動
機
器
で
楽
し
み
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ

■
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　〈
月
〜
金
曜
日
／
日
中
〉

　

看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
介
護

士
な
ど
の
専
門
職
が
中
心
と
な
っ

て
、
機
能
訓
練
の
ほ
か
、
食
事
や

趣
味
活
動
を
通
し
て
、
心
と
身
体

の
健
康
を
保
ち
、
潤
い
あ
る
生
活

を
送
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。「
や
れ
ば
で
き

る
！
」
を
合
言
葉
に
、
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
／
リ
カ
ン
ベ
ン
ト
バ
イ
ク
／

ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
／
有
名
ゲ
ー
ム
機

器
な
ど
を
使
用
し
、
効
果
的
な
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

特
に
「
体
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
利
用
者
ご
と
に
個
別
に
設

定
し
、
自
主
的
に
機
能
訓
練
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｈ
Ｐ
の
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ

う
に
語
り
ま
す
。「
た
だ
リ
ハ
ビ

リ
を
行
な
う
だ
け
で
な
く
、
総
合

的
な
医
療
・
健
康
を
提
供
し
て
い

る
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
徴
を
活
か

し
て
、
ご
高
齢
者
に
多
い
『
誤ご
え
ん嚥

性
肺
炎
』
や
『
認
知
症
』
を
予
防

す
る
体
操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
『
体
験
利
用
』

（
２
時
間
）
が
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
際
に
は
是
非
、
こ
ち
ら
の
予

防
体
操
を
ご
体
感
い
た
だ
く
こ
と

を
お
す
す
め
し
て
お
り
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
」。

■
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス 

デ
イ
ケ
ア

　
　
　
　〈
月
〜
金
曜
日
／
日
中
〉

　

心
が
疲
れ
て
い
る
人
な
ど
の
た

め
に
、「
リ
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
基
づ
い
た
多
彩
な
体
験
・
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
心
と
身
体
を
ほ

ぐ
し
て
い
く
デ
イ
ケ
ア
で
す
。

　

Ｔ
Ｈ
Ｐ
で
緊
張
し
た
心
を
解
放

し
、
凝
り
固
ま
っ
た
身
体
を
楽
に

す
る
こ
と
で
、
本
当
の
“
自
分
ら

し
い
”
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
サ

ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
心
身
の
調
子
を
整
え
る
／
体

力
・
気
力
の
回
復
／
精
神
的
な
安

定
／
仲
間
づ
く
り
／
自
信
の
回
復

／
生
活
圏
の
拡
大
／
社
会
的
自
立

な
ど
、
幅
広
い
内
容
に
対
し
て
、

お
一
人
お
ひ
と
り
に
適
し
た
活
動

内
容
を
提
供
し
、
支
援
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
個
別
の
内
容
に

も
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
」
と
Ｔ
Ｈ
Ｐ

の
ス
タ
ッ
フ
は
話
し
て
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

一
般
公
開
講
座

現
役
医
師
が
危
険
な
症
状
を
生
解
説

湘
南
医
療
大
学
／
横
浜
市
戸
塚
区

 

社
会
人
向
け

社
会
福
祉
士
の
受
験
資
格
を
通
信
で

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
／
茅
ヶ
崎
市

高
校
１
〜
２
年
生
・
社
会
人
向
け

目
標
の
看
護
師
像
を
つ
か
も
う
！

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
／
茅
ヶ
崎
市

ティー．エイチ．ピー．メディカルクリニック

☎0466-25-5911（代表）藤沢市藤沢498
小田急江ノ島線

JR線 北口
藤沢駅

ダイエー
さいか屋

「藤沢駅」北口
徒歩３分

3



3月28日（木）14：00から日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
茅ケ崎中央病院
☎0467-86-6530（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

JR茅ケ崎駅北口より徒歩5分

湘南ふれあいの園 2階 ラウンジ

辻堂

中央公園

平塚

北口

1

茅ケ崎駅

茅ケ崎
中央病院茅ヶ崎市役所

湘南
ふれあいの園

茅ケ崎駅前

血糖値を上げない食べ方 ～カロリー制限、糖質制限はもう古い～
　「糖尿病の食事に『時間を考慮した食事
療法』を取り入れてみると、これまで制限さ
れていたケーキやお菓子などが、血糖値を
上げずに食べられるかもしれません。お酒も
種類や飲み方次第! 皆さま、この食事療法を
取り入れてみませんか」と講師の植木医師
は話しています。是非ご参加ください。
次回予告

講 

師

茅ケ崎中央病院
糖尿病専門外来
植木 彬夫 医師

4月16日（火）14:00から開催
【講師】 総合診療科　山田春木 院長代行
「明日からできるがんの予防」

3月28日（木）13：30～15：00日 時

会 場

ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜1-12

医学講座 参加無料参加無料

ふれあい平塚ホスピタル 5階 会議室

JR平塚駅南口より徒歩15分

平塚駅

湘南
海岸公園

交番
高浜公園前

南口
バスターミナル

134

ふれあい
平塚ホスピタル

アクセス

お問合せ

～これならできる！～ 簡単肩こり解消法 教えます
　多くの人の悩みの種である肩こり。「いろ
いろな解消法を試したけれど、どれも続け
られなくて効果がなかった」という方もい
るのでは？今回は、当院の作業療法士が
実践を交じえ、誰でも無理なく続けられる
「肩こり解消法」を紹介します。

次回予告
4月下旬開催予定
【講師】 総合診療科　菅井桂雄 院長

講 

師

ふれあい平塚ホスピタル
リハビリテーション科
大倉 直人

作業療法士

ふれあい平塚ホスピタル
呼吸器内科

宮田 篤志 医師

い
き
ま
す
。
病
状
が
進
ん
で
い
る

と
呼
吸
筋
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
症
状
の
改
善
が

期
待
で
き
ま
す
。
当
院
に
は
呼
吸

器
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
専
門
的

な
知
識
を
も
つ
『
呼
吸
療
法
認
定

士
』が
４
名
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
肺
炎
・
気

管
支
炎
・
肺
が
ん
な
ど
の
合
併
症

を
起
こ
し
や
す
い
の
で
、
そ
れ
ら

の
予
防
・
早
期
発
見
に
努
め
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

　

喫
煙
し
て
い
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
う
で
な
い
方
も
、
咳
・
息

切
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
場
合

は
、
当
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
取
材
協
力

　
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
☎
０
４
６
３・２
２・４
１
０
５

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
病
気
は
進
行
性
で
あ
り
、

元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で

す
が
、
早
期
に
治
療
を
開
始
す
れ

ば
進
行
を
抑
え
て
症
状
を
軽
く
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
」

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
も
必
要

　
（
宮
田
医
師
）「
治
療
に
は
ま
ず

禁
煙
が
原
則
で
す
。
そ
れ
に
加
え

て
炎
症
を
抑
え
る
副
腎
皮
質
ホ
ル

モ
ン
や
抗
生
物
質
、
気
管
支
を
広

げ
る
薬
、
痰
を
出
し
や
す
く
す
る

薬
な
ど
を
適
宜
、
組
み
合
わ
せ
て

タ
バ
コ
が
肺
胞
を
破
壊

　
（
宮
田
医
師
）「
タ
バ
コ
の
煙
の

中
の
有
害
成
分
に
よ
っ
て
肺
胞
が

炎
症
を
起
こ
し
、
気
管
支
が
狭
く

な
っ
た
り
肺
胞
が
破
壊
さ
れ
た
り

し
て
、
呼
吸
が
苦
し
く
な
る
病
気

が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
す
。
以
前
は
『
慢

性
気
管
支
炎
』『
慢
性
肺
気
腫
』

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
は
、
早
期
発

見
と
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
で
呼
吸
器
内
科
を
担
当
し
て
い
る
宮
田
篤
志

医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
該
当
す
る
人
の
数

は
、
40
歳
以
上
の
８
．
６
％
に
相

当
す
る
お
よ
そ
５
３
０
万
人
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
治
療
を
受
け
て
い
な
い
と

い
う
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

圧
倒
的
に
男
性
が
多
い

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
男
性
に
多
く
（
男

性
の
死
因
８
位
・
厚
労
省
の
調

査
）、
死
亡
数
は
１
万
８
５
２
３

人
（
う
ち
男
性
は
１
万
５
２
６
６

人
）
に
上
り
、
近
年
で
は
最
多
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
一
般
的
に
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
で
き

る
だ
け
早
く
発
見
し
、
治
療
に

よ
っ
て
進
行
を
抑
制
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

吐
き
出
し
に
く
く
な
る
病
気
で

す
。
進
行
す
る
と
、
痰
を
と
も
な

う
咳
・
息
切
れ
の
ほ
か
、
体
重
減

少
や
心
不
全
な
ど
の
症
状
が
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
肺
だ

け
で
な
く
、
全
身
の
炎
症
、
骨
格

筋
の
機
能
障
害
、
栄
養
障
害
、
骨

粗
鬆
症
な
ど
も
併
発
す
る
可
能
性

が
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

長
年
タ
バ
コ
を
吸
い
続
け
、「
近

頃
、咳
や
痰
が
多
く
な
っ
た
」「
息

苦
し
く
な
る
こ
と
が
増
え
た
」
と

い
う
症
状
に
心
当
た
り
が
あ
る
人

は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
）
と
い
う
病
気
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
主
に
喫
煙
が
原

因
で
肺
に
炎
症
が
起
こ
り
、
息
を

茅ケ崎中央病院
耳鼻咽喉科 医長
峯川 明 医師

当
院
で
は
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
行
な

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
デ
ノ
イ
ド
（
咽
い
ん
と
う
へ
ん
と
う

頭
扁
桃
）
自

体
は
鼻
の
奥
に
あ
り
、
直
接
の
観

察
が
で
き
な
い
た
め
に
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
や
鼻
咽
腔
フ
ァ
イ
バ
ー

ス
コ
ー
プ
を
用
い
て
確
認
し
ま

す
。
ア
デ
ノ
イ
ド
増
殖
が
鼻
閉
の

原
因
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
全

身
麻
酔
を
施
し
て
切
除
す
る
治
療

（
入
院
）
の
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

扁へ
ん
と
う
ひ
だ
い

桃
肥
大
も
抱
え
て
い
る
場
合

は
、
同
時
に
扁
桃
摘
出
術
を
行
な

い
ま
す
。

　

ア
デ
ノ
イ
ド
は
、
内
視
鏡
を
用

い
て
手
術
部
位
を
観
察
し
な
が
ら

切
除
す
る
こ
と
で
、
十
分
な
気
道

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
可
能
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
い
び
き
や
睡
眠

時
の
無
呼
吸
、
い
つ
も
口
呼
吸

を
し
て
い
る
様
子
を
見
か
け
た

ら
、
す
ぐ
に
当
院
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
」。（
茅
ケ
崎
中
央
病
院
☎

０
４
６
７
・
８
６
・
６
５
３
０
）

睡
眠
時
の
呼
吸
な
ど
で
気
に
な
る

様
子
が
あ
れ
ば
、
お
早
め
に
当
院

（
茅
ケ
崎
中
央
病
院
）
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
」。

【
よ
く
あ
る
相
談
②
】

　
孫
が
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
で

あ
る
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の

よ
う
な
治
療
を
行
な
う
の
で
し
ょ

う
か
？
と
て
も
心
配
で
す
。

　
（
峯
川
Dr.
）「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
や
副
鼻
腔
炎
に
よ
っ
て
鼻
腔
が

ふ
さ
が
れ
て
い
る
場
合
は
、
主
に

投
薬
治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
は
、

因
が
あ
る
か
を
ま
ず
確
認
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

睡
眠
時
に
無
呼
吸
も
あ
り
、
状

態
が
ひ
ど
い
よ
う
な
場
合
は
、『
無

呼
吸
症
候
群
検
査
キ
ッ
ト
』
で
自

宅
に
お
け
る
睡
眠
時
の
い
び
き
と

無
呼
吸
の
回
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
た

り
、
血
中
の
酸
素
飽
和
度
を
確
認

し
て
、
睡
眠
中
の
無
呼
吸
時
に
酸

欠
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
か
を
確

認
し
ま
す
。
症
状
に
よ
っ
て
は
、

専
門
医
療
機
関
で
入
院
精
査
を
行

な
う
必
要
性
も
生
じ
て
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
い
び
き
や

【
よ
く
あ
る
相
談
①
】

　
来
年
小
学
校
に
入
る
う
ち
の
子

が
最
近
、
い
び
き
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
卒
園
式
の
練
習
で

疲
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
、
そ

の
ま
ま
様
子
を
み
て
い
ま
す
…
。

　
（
峯
川
Dr.
）「
小
児
の
い
び
き
は
、

耳
鼻
咽
喉
科
で
鼻
と
喉
を
診
て
も

ら
い
、
気
道
を
狭
き
ょ
う
さ
く

窄
し
て
い
る
原

　

見
逃
し
が
ち
な
「
子
ど
も
の
い
び
き
」。
今
回
は
、
茅
ケ
崎
中
央
病

院
で
耳
鼻
咽
喉
科
の
医
長
を
務
め
る
峯
川
明
医
師
に
、
小
児
の
睡
眠
で

多
い
相
談
内
容
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

い
の
で
す
が
、
異
常
な
ほ
ど
大
き

く
な
っ
て
い
る
と
、
鼻
の
奥
の
気

道
を
狭
く
し
て
し
ま
い
（
気
道
狭

窄
）、鼻
で
呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ

て
口
呼
吸
を
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
デ
ノ
イ
ド
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
、

常
に
口
を
開
け
、
面
長
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
状
態
を
「
ア
デ
ノ
イ
ド

顔
貌
」
と
呼
び
ま
す
。
い
つ
も
口

を
開
け
て
い
る
の
で
、
唇
や
上

顎あ
ご
、
前
歯
な
ど
の
形
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　

ま
た
、
口
蓋
扁
桃
が
極
度
に
肥

大
し
て
い
る
こ
と
で
も
気
道
が
狭

窄
し
、呼
吸
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

小
児
の
い
び
き
は
軽
視
せ
ず
、

ま
ず
は
原
因
を
し
っ
か
り
調
べ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

鼻
や
咽
頭
に
原
因
が
あ
る
場
合

は
、
適
切
な
治
療
を
行
な
い
、
良

い
睡
眠
が
で
き
る
よ
う
に
、
大
人

が
子
ど
も
の
状
態
に
気
づ
い
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

増
殖
症
（
咽
い
ん
と
う
へ
ん
と
う

頭
扁
桃
増
殖
症
）」、

「
口
こ
う
が
い
へ
ん
と
う

蓋
扁
桃
肥
大
」
に
よ
る
気
道

狭き
ょ
う
さ
く
窄
で
す
。

気
道
が
狭
ま
る
原
因

　

人
間
の
喉の

ど
に
は
、
外
部
か
ら

の
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
防
御
す

る
役
割
り
が
あ
る
〈
口こ
う
が
い蓋
扁
桃
〉

〈
咽い
ん
と
う頭
扁
桃
（
ア
デ
ノ
イ
ド
）〉、

〈
舌ぜ
っ
こ
ん根
扁
桃
〉
な
ど
が
あ
り
、
喉

の
入
口
を
囲
む
よ
う
に
存
在
し
て

い
ま
す
。

　

通
常
、
ア
デ
ノ
イ
ド
は
３
歳
頃

か
ら
大
き
く
な
り
始
め
、
６
歳
頃

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後

は
少
し
ず
つ
小
さ
く
な
っ
て
い

き
、
成
人
す
る
と
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ア
デ
ノ
イ
ド
が
大
き
か
っ
た
と

し
て
も
一
時
的
で
あ
る
こ
と
が
多

　
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」
が

あ
る
と
十
分
に
睡
眠
が
と
れ
な
く

な
り
、日
中
に
眠
気
を
も
よ
お
し
、

成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

小
児
に
お
い
て
、
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
や
い
び
き
の
原
因
の
ほ

と
ん
ど
が「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
」

や
「
副ふ
く
び
く
う
え
ん

鼻
腔
炎
」、「
ア
デ
ノ
イ
ド

成
長
ホ
ル
モ
ン
に
も
影
響

　

就
学
（
小
学
校
入
学
）
前
後
の

子
ど
も
で
も
、
い
つ
も
睡
眠
時
に

い
び
き
を
か
い
て
い
た
り
、
息
が

止
ま
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、「
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」
の
可
能
性

が
あ
る
の
で
注
意
を
し
て
く
だ
さ

い
。

咳

資料：厚労省「人口動態統計」2017年など

COPDとは…
（Chronic Obstructive Pulmonary Disease）

慢性閉塞性肺疾患のこと

COPD
死亡者
18,523人

女
3,257人

息切れ痰

男 15,266人男 15,266人

口蓋扁桃
こうがいへんとう

舌根扁桃
ぜっこんへんとう

気
道

舌根扁桃舌根扁桃
ぜっこんへんとう

口蓋扁桃口蓋扁桃
こうがいへんとう

大きくなって
しまうと
気道が狭まる
（＝気道狭窄）

きょうさく

咽頭扁桃（アデノイド）
いんとうへんとう

（この裏の部分）

（奥の部分）

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
発
症
と
治
療
法
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
呼
吸
器
内
科 

宮
田
篤
志 

医
師

慢
性
の
咳
・
痰
・
息
切
れ
に
要
注
意

喫
煙
で
発
症
！
増
加
中
の「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
」と
は

　
　

耳
鼻
咽
喉
科
の
ド
ク
タ
ー
に
聞
く
⑦

「
小
児
の『
い
び
き
』は
原
因
究
明
を
！
」

茅
ケ
崎
中
央
病
院
・
峯
川 

明 
医
師

子
ど
も
の
口
呼
吸
・い
び
き
は
放
置
し
な
い
で
！

シ リ ー ズ
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